
▼

▼

▼

各地・作家工房見学 120分

▼

▼

JR加賀温泉駅前

キャンバス 35分

▼

まずは石川県九谷焼美術館で代表的な作
品をじっくり鑑賞。事前予約をすれば、
茶室で鑑賞指南を受けることもできる。
昼食には藩政時代からの伝統を持つ鴨料
理を堪能し、午後からは城下町散策へ。
山ノ下寺院群で名刹をめぐり、長流亭の
ある江沼神社庭園へと足をのばす。長流
亭のすぐ近くから大聖寺川流し舟が運航
しているので、約40分の優雅な川くだり

（前日までに要予
約）を。船着場か
ら大聖寺駅までは
昔ながらの町並み
が続く。

▼

火まつりと豊かな
食文化を誇るまちへ 川北

か わ き た

肥沃な平野と水資源に恵まれた県内有数の農業地帯。毎年8月に行われる「手取りの火まつり」が有名
で、日本最大級の大かがり火を見ようと毎年多くの見物客が訪れている。

わだやま荘 

● 

九谷焼技術 
研修所 

佐野 

寺井北 

寺井南 

山道 

佐野北 

松
任
寺
井
線 

小松至 

能美市役所 
● 

護国寺卍 

能美市保養センター 和田山 
末寺山 
史跡公園 

1
2

3

H

b

大長野西 

高堂 

五間堂 

九谷神社 

国道8号線 

H

三道山 

加賀産業道路 

辰口丘陵公園 いしかわ 
動物園 

青山 

至川北大橋 

至金沢 

至手取川橋 

至 
辰口橋 

和気 

粟津至 

たがわ龍泉閣 

料亭萬葉 

まつさき旅館 

W
W

P

b

N

E

b

b

卍 
静泉寺 

川北大橋 

手取川 

三反田北 
漆島南 

国道103号線 

県道103号線 
草深木呂場美川線 

金
沢
小
松
線 

加
賀
産
業
道
路 

至美川 

サンアリーナ 
川北 
　●　　　 

川北町役場 
● 

川北町 
役場前 

一ツ屋 下先出 

川北町コミュニティ＆ 
スポーツ公園 
●（手取りの火まつり会場） 

辰口橋 

至金沢 

至辰口 

S

S

S

JR
金沢
駅
 

武蔵ヶ辻 

近江町市場 

長町 
武家屋敷 

西口
 

中央
口 

　尾山神社 　九谷長寿堂 

鏑木商舗 

　犀　川 

　犀川大橋 

　
百
万
石
通
り 

山の上 

橋場 

香林坊 

広坂 

広小路 

野町 

北陸鉄道 
石川線 

兼六園下 

成巽閣 

石川県立能楽堂 

石川県立歴史博物館 
藩老本多蔵品館 

金沢市立 
中村記念美術館 

金沢21世紀 
美術館 

H

W

W

W
W

WW

S

S

S

S

b

b

b

b

b

b

EE
E

E

E

P

P

　浅野川大橋 

天神橋 

　浅野川 　ひがし茶屋街 卍 卍 
卍 

　にし茶屋街 

九谷光仙窯 

九谷焼黒龍堂 

諸江屋 

野村右園堂 

北山堂 

金城樓 

まつ本 

山乃尾 

つる幸 
浅田屋 

卍 
卍 卍 

卍 
卍 

近代文学館 
● 

金沢市役所● 

寺町寺院群 

W

春日山窯跡
文化4年（1807）、加賀藩が卯辰山山
麓に春日山窯を開いて九谷焼を再興。
現在、窯跡には石碑が建てられている。
TEL076-220-2194（金沢市観光交流課）

特産品のいちじく

大聖寺藩城下町で名品を愛でる〈1日コース〉

九

谷

焼

の

ふ

る

さ

と

を

訪

ね

て

★

モ

デ

ル

コ

ー

ス

能美の名工・九谷庄三
斉田道開の故郷へ 能美

の み 「彩色金襴」で海外にも名をとどろかせた
明治の名工・九谷庄三の出身地。
現在、九谷陶芸村には美術館や体験施設な
どが集まり、九谷焼の魅力を発信している。

百万石文化が花開いた
加賀藩城下町へ 金沢

か な ざ わ 古九谷廃窯から約100年後の文化年間（1804～）、加賀藩は卯辰山に春日山窯を開き九谷焼を再興。歴代
藩主は、その豊かな財力を惜しみなく工芸の振興に費やした。金沢市内には九谷焼をはじめ石川の伝
統工芸品が鑑賞できる美術館や工芸館が点在している。

辰口温泉
開湯1400年とも伝わる
温泉。文豪・泉鏡花が訪
れたことでも知られる。
TEL0761-51-6666
（辰口温泉観光協会）

能美市九谷焼資料館
古九谷から現代九谷まで
を収蔵しており、様式の
変遷を学ぶことができ
る。
TEL0761-58-6100

川北町ふれあい健康センター
図書館が併設された温泉浴場。
檜風呂や泡風呂での湯めぐりが
楽しめる。
TEL076-277-1110

能美市
九谷焼陶芸館
九谷焼の上絵付けや手
びねり成形、電動ロク
ロによる作陶体験がで
きる。本格的な陶芸教
室も開催。
TEL0761-58-6300

兼六園
日本三名園のひとつで、
徽軫灯籠や雁行橋など
見どころはつきない。
TEL076-234-3800
（石川県金沢城・兼六園
管理事務所）

金沢城公園
石川門や復元された菱
櫓・五十間長屋・橋爪
門続櫓がある。
TEL076-234-3800
（石川県金沢城・兼六園
管理事務所）

石川県立美術館
九谷焼を中心に、古美術か
ら近現代の美術工芸品まで
県ゆかりの作品を収蔵。平
成20年9月まで改装のた
め閉館予定。
TEL076-231-7580

加藤和紙
藩政時代からの伝統を持つ加賀
雁皮紙を現在も受継ぐ、日本唯
一の雁皮漉き和紙専門店。
TEL076-277-5800

手取りの火まつり
毎年8月、大かがり火をバ ックに
「虫送り太鼓」や「送り火」などが
披露される。
TEL076-277-1111（川 北町役場）

川北町保健センター
の陶壁
陶芸家・山岸大成による
ダイナミックな陶壁が飾
られている。
TEL076-277-8388

九谷焼販売協同組合
ショールーム
TEL0761-57-1257

新九谷事業協同組合
TEL0761-57-1127

浅蔵五十吉美術館
文化勲章受章者である
浅蔵五十吉の作品を展
示。伝統を受継ぎなが
らも独自の作風を確立
した氏の世界にふれる
ことができる。
TEL0761-58-6789 

クアハウス九谷
天然温泉を利用した健康保
養施設で、15種類の浴槽
（水着で利用）がある。
TEL0761-58-5050

わくわく手づくり
ファーム
地ビール「白山わくわく
ビール」や、地元産の農
作物等を販売している。
TEL076-277-8989

金沢卯辰山工芸工房
加賀藩が創設した「御細工
所」の伝統、技術、精神を
生かして設立。研修者の創
作活動が見学可能。
TEL076-251-7286

石川県立伝統産業工芸館
県の伝統工
芸品を一堂
に展示。現
代作家が手
がけた工芸
作品も鑑賞
できる。TEL076-262-2020

狭野神社（陶祖神社）
狭野神社の参道北側には当地
の九谷焼開祖・斉田道開が祀
られた陶祖神社がある。

JR大聖寺駅

JR大聖寺駅

石川県九谷焼美術館

徒歩 10分

120分

▼

昼食：鴨料理が名物

徒歩 10分

60分

▼

山ノ下寺院群散策

徒歩 10分

60分

▼

江沼神社散策と長流亭茶室見学

徒歩 15分

90分

▼

大聖寺流し舟

徒歩 10分

40分

▼

▼

昔の町並み散策 40分

1日目／石川県九谷焼美術館で名品をじっ
くり鑑賞。
知識を深め
たら昼食を
とるため、
港町橋立へ。
網元直営の磯料理専門店では新鮮な魚介
が味わえる。冬場のズワイカニはもちろ
ん、春先のワカメも絶品。時間に余裕が
あれば、片野鴨池観察館や北前船の里資
料館へも。さらに九谷焼発祥の地・山中
へ移動。途中、越前加賀海岸国定公園を
経由して、絶景ドライブを楽しみたい。

2日目／再興九谷の拠点・山代へ。九谷焼
窯跡展示館で吉田屋窯の史跡を見学し、
本格的な作陶を体験。昼食には老舗割烹
や寿し処で、九谷焼の器で供される地の
食材を堪能。午後からは歴史ある窯元や

魯山人の資料館などを訪ね、さら
に旅のメインイベント工房見学
（要予約）へ。オーダーメイドに
応じてくれる工房もあるので、自
分だけの器を手に入れたい。

1日目／加賀百万石の城下町・金沢からス
タート。兼六園や金沢城などの歴史遺産
や伝統工芸の美術館
を見学。昼食は老舗
料亭やホテルのレス
トランで、加賀会席
を楽しみたい。午後
には小松・能美エリ
アへと移動。まずは
人間国宝・三代徳田
八十吉の生家で、実際に使われていた錦
窯や九谷焼の作品を鑑賞。九谷陶芸村で
は浅蔵五十吉美術館で作品鑑賞をし、陶
芸館で作陶を体験。なお、裏の登り窯で

は年2回、会員
による窯焚き
が行われるの
でぜひ会員登
録を。

2日目／奇岩と古木がひしめく名刹・那谷
寺を訪れた後、さらに円行山山頂・生雲
（12～3月閉鎖）へと足をのばし、雄大な
白山を眺めたい。昼食は、ホテルや町の

レストランで。お腹を満たしたら、大聖
寺へと移動し、石川県九谷焼美術館へ。

名品を鑑賞し、2階のギ
ャラリーで加賀棒茶を味
わって、現代作家の作品
にもふれる。その後、江
沼神社庭園を訪れ、宮司
の案内で長流亭を見学し
よう。

3日目／山代からスター
ト。九谷焼窯跡展示館で吉田屋窯の史跡
を見学し、九谷焼作家の指導のもと、本
格的な上絵付けや蹴りロクロによる作陶
を体験。昼食には温泉街に点在する割烹
や寿し処、そば屋で器を愛でながら美味
を堪能。午後からは見学可能な工房で匠
の技にふれ、自分だけの器をオーダーし
よう。

▼

九谷焼作家の工房見学と作陶体験〈1泊2日コース〉

JR大聖寺駅

山中

宿泊地
山中温泉・山代温泉・片山津温泉

石川県九谷焼美術館

1 日 目

徒歩 10分

120分

▼

昼食：橋立港での磯料理

キャンバス 40分

180分

山中温泉散策

クルマ 20分

150分

クルマ 15分
（山代宿泊の場合）

大聖寺

▼

九谷焼窯跡展示館

徒歩・クルマ 10分

90分

▼
宿泊地 出発

山代・小松・能美

JR小松駅もしくはJR加賀温泉駅

山代温泉散策

2 日 目

クルマ 15分　
（山中・片山津の場合）

120分

▼

昼食：九谷焼の器で楽しむ会席

徒歩・クルマ 10分

60分

クルマ 30分

山代

大聖寺

クルマ加賀市内 30分

▼

▼ 金沢駅まで 10分
JR金沢駅より特急利用で小松駅まで約18分

車の場合、北陸自動車道利用で小松まで約30分

▼

小松市立錦窯展示館

タクシー 10分

30分

▼

▼

金沢から南加賀をめぐり匠の技にふれる〈2泊3日コース〉

JR金沢駅

小松

能美

宿泊地 辰口温泉・粟津温泉

金沢城公園・兼六園・石川県伝統産業工芸館

1 日 目

バス・クルマ 20分

90分

▼

昼食：加賀懐石料理

クルマ 10分

80分

浅蔵五十吉美術館

タクシー 30分

40分

▼

九谷陶芸村

徒歩 5分

120分

タクシー 10～30分

金沢

▼

石川県九谷焼美術館

クルマ 30分

120分

▼

江沼神社と長流亭見学

クルマ 10分

60分

▼ クルマ 30分

▼
宿泊地 出発

宿泊地
山中温泉・山代温泉・片山津温泉

総湯入浴

生雲もしくは那谷寺参拝

2 日 目

クルマ 30分　

90分

▼

昼食：素材を楽しむフレンチやイタリアン

クルマ 30分　

60分

能美 山代

大聖寺

宿泊地 出発

九谷焼窯跡展示館

3 日 目

各宿泊地より

90分

▼

昼食：気軽に楽しめる寿司やそば

徒歩で各店へ

60分

▼

各地・作家工房見学 120分

▼

山代・小松・能美

JR小松駅もしくはJR加賀温泉駅

クルマ 30分

クルマ加賀市内 30分

協同組合九谷焼特撰会
TEL0761-57-2525

九谷焼団地協同組合
ショールーム
TEL0761-58-6102

※移動時間はあくまでも目安。公共交通機関が利用できない移動が多い
ため、タクシーかクルマ（レンタカー等）での移動になる。
※昼食は、事前に観光協会などに問合せを。予算や好みなどを伝えると、
希望の食事処を紹介してくれる。
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